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1.ま えが ぎ

跡 見 学 園 女 子大 学 の総 合 科 目と して,「 遊 び 」

を テ ー マに,数 人 の 教師 が ス タ ツフ とな って担 当

して か ら,6年 になる。 あ る年 度は,4人 で,ま た

次の 年 に は3人 で と,1科 目を専攻 分 野 の異 な る

教 師 が そ れぞ れ 自己 の立 場 か ら,遊 び に つい て 講

義 し,学 生 を含 め て,デ ィス カ ツシ ョ ンを重 ね る

とい う形 式 を と って きた。 まず,遊 び とは何 か に

つ い て,ア ウ トライ ソを示 し,様hな 問 題提 起 が

生れ る。 お そ ら く学 生諸 君 も,自 分達 も授業 をつ

く って い る とい う意 識 を も ってい る で あろ う。 問

題提 起 に した が って,1年 間,自 然 と遊 び,美 と

遊び,現 代 社 会 と遊 び,女 性 と遊 び 等,角 度 をか

えて 遊び を追 究す る。 しか もそ れが 芸術,生 理 学,

心理 学,社 会 学,経 済 学等,パ ー スペ クテ ィ ブな

と りあつ かい 方 に よ って,か な り複 雑 で具 体的 と

なる。 学生 は1ケ 月 ご とに レポ ー トを提 出 し,年

度末 に ま とめ として報 告 をす るこ とに な ってい る。

レポ ー トには,多 くの 学 生が,他 の 授 業 にない 体

験 を得 られた と書い て い る。 そ れは,専 攻 分 野 が

ちが うと同一 テ ーマ が全 く異 った様 相 とな る こ と

と,自 分 の 思考 が,こ ん な複 雑 な 問題 に も参 加 で

きる とい う自信 を え られ た こ とにつ い て で あ った。

こ う した 授業 科 目が,今 後増 加す る こ とを願 い,

そ の とき に参考 にな れば と思い,遊 び をテ ーマに,

担 当者 が授 業 の一 部 を本 稿 に紹 介す る こ と とな っ

た。 これ か ら筆者 の 述べ る こ とも,ま た 次 章で,

2人 の担 当者 が,一 つ の テ ーマで そ れぞ れ,講 議

の 一 部 を紹 介 す る こ と とな る。 した が って,講 議

要 項 を示 して お こ う。

o総 合科 目(人 間 と遊び)(責 任 者)岡 野静 二

(担 当)中 村 典 男,山 田徹 雄

遊 び は 人 間の 一種 の 文化 活 動で ある が,人 間 の

生 き方 と して,今 日ほ ど積 極 的 に生 きがい と結 び

っ け て 充 実 をは か ろ うと して い る時 代 はな い で あ

ろ う,遊 び が様 々な人 間活 動 の 中で 自覚 され ない

ま ま存 在 してい た 時代 が あ った。 しか し,人 生 に

お け る遊 び の もつ 重要 な意 味 は,今 日見直 されつ

っ あ る。 価値 の多 様化 が めだ つ 現代 で は,様 々な

欲 求 が対 立 してい る。 そ の心 的 抗争 の 中で,や や

もす る と生 き る 目標 を失 い が ちに な る。 そ こで 遊

び とはい った い何 か を総 合 的に と らえ る こ とが 必

要 に な って くる。 生 産 と消 費,レ ジ ャー,レ ク リ

エ ー シ ョソ,生 命 と人 間の機 能s社 会機構,人 間

心理s造 形 等 の角 度か ら,学 際 的 に遊 び の機 能 を

と らえ るこ とにす る。

3人 の 講師 が 次hと 毎 週 かわ って 講義 し,5週

目に シ ンポ ジ ウ ム形 式 で3人 の 講 師 に よ って 問題

の所 在 を確 認 してい く。

2.遊 び とは何 か に つ いて

大 学 の総 合 科 目 「遊 び」 に刺 激 された わ けで は

ない が,た また ま 昭和58年 度大学公開講 座 で,r遊

び と文 化」 が テ ーマ とな った 。 そ の 講座 内容 は,

わ れわ れ に多 くの こ とを教 えて くれ た。 た と えば

遊び とは 何か に つい て 考 える場 合,つ いJ.ホ イ

ジ ン グが の 「ホ モ ・ル ーデ ンス」 を参考 に した く

な る。 芸 術論 をサ ル トルに た よ って 展 開 させ れば,

そ れ な りに楽 にな る。 同 様 に,ホ モ ・ル ー デ ソス

に た よれ ば,そ れ な りに 概 念 は ま とま る。 しか し,

なに を どれ だ け遊 ん だ らよい か とい った,私 の 行

動 との かかわ りに つい て,そ れは,な に も教 えて

は くれ ない。 概 念 が 行動 を示唆 す る ど ころか,そ

れ は完 全に浮 き あが って しま う。

筆 者 は,昨 年の 夏,英 国 へ旅 行 した。 その 経 験

は 遊 び と して 何 を呈 示 して い る か。 子 どもが,ひ

たむ きに絵 を 画 きつづ け る。 そ の行 動 は,ね に を

意 味す るか。 小学 生 の90%が 通 塾 して い る。 遊 ば

な くて よい の か。 生 きがい の もて る遊 び とは 何 か

な ど,生 きた 現 実の 生 活の 中 で は,多 くの課 題 が

生 れ る。 参考 ま で に,公 開 講 座 の 目次 を紹介 して

お こ う。

講 座 日程 ・目次

10月15日(土)

遊び と学 習

一子 どもは どれだ け 遊ん だ ら よいか 一

… … …松 沢 光 雄 … …2

シ3ル レア リス ムにお け る集 団 の あそ び

…… …笹 本 孝 … …5

10月22日(土)

旅 行 ブ ー ムの ル ー ツを探 る

一 日本人 の旅 の歴 史 一

・…… ・・鈴 木 亨 … …8

遊 び の経済 学 山 田 徹 雄 … …10

10月29日(土)

遊 び と哲学

一遊 び は何 を呈示 す るか?一

… …… 唐 沢 徹 ……12

文 学 の世界

一 生活 の なか の 文字 表 現 一

… 一 … 前 田 舜 次 郎 ……14
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11月5日(土)

大 脳 の働 きか ら見 た遊 び
一生 き る ・生 活す る ・楽 しむ 一

…… … 中 村 典 男 ……17

芸 術 と遊 び

一 幼児 の 絵 に造形 表 現 の原 点 を見 る一

… …… 鈴 木 五 郎 … …19

11月12日(土)

現 代 社 会 と遊び

一社会 生 活 に生 きが い を 求め る 一

… …… 岡 野 静 ニ … …22

遊 び の構 造論

一 遊び の 復権 をめ ざ して 一

…… …薗 田 碩 哉 ……24

〈特 別 講師 〉

以 上のべ て きた よ うに,わ れ わ れは,「 遊 び」

を,様 々な 角 度か ら把 え,現 代 の 遊び の構 造 を明

らか に しよ うとしてい る。 本 稿 で は,そ の角 度 の

一 つ と して
,現 代 にお け る 女性 の 遊び を,主 婦 の

中に と らえ,そ の 問題 点 を指 摘 しよ うと思 う。 別

の角 度 か らは,2人 の 担 当者 が な され る と思 う。

3.主 婦 の遊 び につ い て

ホイ ジ ンガに よれ ば,遊 び は 人類 文化 の根源 な
の゚ で あ る

。彼 は そ の こ とを,人 類学,神 話 学,宗

教 学,哲 学,心 理 学,言 語学,文 学 等 の立 場 か ら

論 じてい る。 そ して 遊 び を,時 間空 間 に限 られた

自発的 行 為 として規 定 した 。 ホイ ジ ンガは,わ れ

わ れ に遊 び が生 き るた め に必 要 不可 欠 な もの で あ

る こ とを教 えて くれ た。 現 代 の 子 どもが,遊 び場

と遊び 時 間 を失 った こ とにつ い て,遊 びは 子 ども

に と って 必要 な のだ と強調 しつづ けて も,解 決 に

は な らな い。 遊 び を失 った 子 ども が,ど れ だ け非

人 間化 してい くか を示 して,そ の時 先 人の 言葉 と

して ホ イ ジ ンガの規 定 が意 味 をもつ こ とにな ろ う。

あそ び が 自然的 行 為 に よ って成 立 つ こ とは,自

明で あ る。 ところが 自発 的 行 為 と思 い込 ん でい る

こ とが,実 は 社 会に よ って 強 制 され てい る もので

あ った りす る こ とが,現 代 社 会で は 多 くみ られ る

の では ない か。 消費 生活 の 遊 び が生 き がい と考 え

てい る人 は 多い。 しか しそ の 遊び も,大 衆 社 会の

消費 行 動 と して 自由を 失 ってい る こ とが多 い。 遊

び を近 代経 済 成長 の動 向の 中で と らえる とき,は

じめて その 実態 が 露 呈 して くる。 労働 にお け る疎

外 と自由 につい て も,同 じこ とが 言 えるので は な

い か。

現 代 社 会 には,ホ イ ジ ンガや カイ ヨ クの 規 定 し

た遊 び と遂行 す る もの が氾 濫 して い る。 ゲ ー トボ

ールは
,生 活 の ゆ と りと して位 置づ け られ て こ そ,

老 人 の 生活 に 意味 をもつ こ とにな ろ う。 終 日それ

に没 頭 しつづ ける こ とは,子 どもの 成長 に と って

意 味 を もつ が,老 人 の 真の 遊 びに は な らない。 そ

こか ら文化 をな に も生み だ さない か らで あ る。 け

れ ども この よ うに ゲ ー トボ ール を批 難 して み て も,

そ して そ こ に ホイ ジ ンガの 言葉 を どれほ ど引 用 し

てみ た と して も,好 きだか らや るの だ,文 句 を言

うな とい われ て しま えば,そ れ まで で あ る。

そ こで ホ イ ジ ソガの 強調 を生 か す ため に は,大

脳 の 自然 な働 き との 関 係に おい て,設 明す る こ と

が大 切 で あ る。

遊 び と大 脳 生理 学 との関 係 の知 識 は,現 代人 の

遊 び の 方 向 を転換 させ るの に有 効 で あ る。 現代 の

社 会 的 要請 か らみ て,そ の 生理 学 的立 場 は,ホ イ

ジ ンガを越 えた説 明力 を もっ。

多 くの人 々は,生 き がい を間違 えて理 解 して い

る よ うで あ る。 つ ま り,生 き がい をv単 な る遊 び

と理 解 して い る よ うで あ る。 生 き がい を,ゲ ー ト

ボ ール とか,カ ラオ ケとか に求 め よ うと してい る

の が その 例 で あ ろ う。 しか もそ の遊 び は,消 費 生

活 そ の もの に な りつ つ ある。 子 どもの テ レビ ・ゲ

ー ム も
,そ の 例に も れな い。 そ の こ とは,人 生 の

目的 が,お 金 をつ か って 遊ぶ こ とに ある,と い う

こ とに な る。

ど う して そ うい う傾 向が生 まれて きた ので あ ろ

う。 それ には,い くつ か の原 因 が考 え られ る。 一

つ は,現 代 社 会の 中 に,遊 び 以 外 に人 生 の 目的 に

な る課 題 が存 在 しない とい うこ とで あろ う。 他 の

一 つ は
,マ ス ・コ ミを通 して,現 代 社 会 が人 々 を

遊ぶ よ うに しむ け てい る とい うこ とで あ る。 テ レ

ビが娯 楽 番組 中心 に,消 費 の遊 び を教 えてい る。

こ う した 動 きが,単 に大 衆 社 会 の 中に のみ み ら

れ る ので は な く,地 域 社 会の 中に深 く入 りこん で

きて い る。

コ ミユニテ ィセ ンタ ーは ,全 国各 地 の 自治 体で

殆 ん どす べ て とい え るほ ど建 設 され て い る。 その

目的 は,コ ミユニテ ィづ く りに あ る。 コ ミユ ニテ

ィ とは,日 常生 活 を通 して共 に 重荷 を背 負い あ う

人 々 の集 ま りで あ る。 心 惰的 に は,思 いや りと感

謝 で あ る。 ところ が,果 して 現 在の コ ミ3ニ テ ィ

セ ンタ ーは,コ ミユ ニテ ィ形 成 の拠 点 とな ってい

るで あろ うか 。 多 くは 庄民 の遊 び場 にな ってい る。
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条 例 と して作 られて い る,ボ ラ ンテ ィ ア ・ビユ ー

ローを,そ のために十 分 成果 を えてい る ところ は,

非 常 に 少 ない 。

コ ミユ ニテ ィセ ンタ ーのみ で な く,公 民 館 で さ

え も,社 会教 育 の場 と して十 分 な機 能 を果 し得 な

くな ってい る。 学 習が 単純 な趣味 に流 され て い る。

ダ ンス,コ ー ラス,造 花づ く りとか,主 婦 の ひ ま

つ ぶ しの場 とな りつ つ あ る。

最 近,主 婦 の パ ー ト ・タ イ マ ーが急 激 に増 加 し

てい る。 そ の主 な る動 機 は,か な らず しも生 活 苦

とは い えない 。 ま た仕 事 を通 しての 生 き がい に あ

る ともい えない。 なぜ な ら,殆 ん どの 職 種 が単純

労働 なの で あ る。 それ ら多 くの 主婦 は,仕 事 を通

して喜 び を得 られ ない で い る。 多 くの 主 婦 は,遊

び の た めの お 金が 欲 しい か らで ある。 と ころが そ

の 消 費の 対 象 とな る ものは,殆 ん どテ レ ビを通 し

て 宣 伝 され て い る大 衆 向け の 商 品で あ る。

お 金 に ゆ と りが あ りsし か もひ ま つぶ しの 手工

芸 で は満 足 で きない 主婦 は,コ ミユ ニテ ィ ・カ レ
　 　 　 　 む 　

ヅジに通い,文 化人とか有名人とかの講演をきい

て教養を高めようとしている。

さて,人 生の豊かな目的 となる遊びはないのだ

ろうか。それを求められぬままに,文 化 として低

俗なものに甘ん じなければならなくなっている。

内容豊かな遊びを求めることが,現 代人の日常生

活において,重 要な課題であろう。なぜなら,そ

れは,一 個人の気ままな自由として放任しておけ

ないからである。

その傾向が,社 会教育や家庭教育において悪い

影響をあたえている。学校で,子 どもが学力がか

んばしくないという事実には,様 々な理由が考え

られる。その様々な理由の一つ として,素 質が考

えられる。現代の教育制度では,こ の素質がかな

り重要な位置を占めている。素質プラス努力が,

現代社会を生きぬくための必要条件である。そし

てそれが現代社会の最高の価値 となっている。受

験戦争はその現象である。しかし,家 庭の中で,

また社会一般で,遊 びが生きがいであると認めら

れているとしたら,学 業成績のかんばしくない子

どもは,生 きがいを学業ではなく遊びに求めるの

は当然である。しかも求めるものは,消 費生活の

遊びである。教節も両親もそれ以外に価値を認め

ないとしたら,子 どもにとって,心 の定着は,消

費のあそびとなる。それがゆがめられるまでに進

行した とき,多 くの教育問題が生れる。それを生

徒指導という制度で救おうとしても,根 本的解決

にはならぬことは自明であろう。

遊びは,一 種の文化活動であるが,人 間の生き

方として,今 日ほど積極的に生きがいと結びつい

て充実をはかろうとしている時代は,な いであろ

う。人生における遊びのもつ意味は見直されなけ

ればならない。価値の多様化がめだつ今日では,

様々な欲求が対立している。その心的抗争の中で,

現代人は,や やもすると,生 きる目標を失いがち

になる。遊びつづけたが,ま すます欲求不満にな

るというわけである。こうして遊びたいがあ丶も

して遊びたい,だ けどお金が足りないとい う。特

殊な苦脳におち入る19世 紀の人 の々苦難は,生 き

るために物を得るための,い わば物質的苦脳であ

った。現代社会では,特 に 日本においては,物 に

対する欲求の多様化と複雑な社会機構から生れた

心理的苦脳である。現代人は,心 理的苦脳という

遊園地へ,わ れもわれもとでかけてい く。

社会体制が変化すれば,遊 びの形態もかわる。

江戸時代の女性の遊びと現代の女性の遊びとは,

明らかにちがっている。それほど時代をへだてて

考えなくとも,そ の相違はみ とめられる。10年 前

の主婦と今の主婦とでも,そ の相違はs明 らかで

ある。

現代にみられる主婦の家事労働は,明 らかに軽

減されている。そのことが,主 婦の遊びの性格を

変えていることもたしかである。いたず らに時間

をすごす主婦も増加してきているが,学 習を遊び

としてとらえ,公 民館や コミsニ ティセンターにs

なにかを学ぶために通いは じめている主婦も増加

している。現在の公民館での社会教育は,ほ とん

ど主婦によって占め られている。その多くは,趣

味学習である。しかしその学習の成果が,婦 人の

社会的自立につなが らないことが,問 題である。

現在の公民館にみ られる趣味学習の中に,多 く

みられる気ば らしの傾向は,遊 びの文化性を示す

ものでもなければ,自 己向上による生きがいを助

長するものでもない。このことは,単 に主婦に限

られたことではないかもしれない。現代社会にみ

られる遊びの傾向を示すものかも知れない。たと

えば,カ ラオケやパチンコがいかに普及したとし

ても,文 化性を高めるものでもなく,生 きがいと

してとらえていることは,空 虚なものとなろう。

公民館が主婦のひまつぶしの社交場になること

を危惧することは,非 常識な取 り越し苦労であろ
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うか。 た しかに,主 婦 の遊 び は ボ ラ ンテ ィア活 動

の 中 に くみ こま れ始 め てい る。 しか しまた,自 由

なお 金 が 欲 しい とい う理 由で,パ ー トタ イ ムの 仕

事 に かか わ る主婦 も増 加 してい る。 そ こに は,消

費生 活 の 遊び が,生 き がい とな って い る。 現代 の

社 会構 造 は,極 めて 多 様化 されて い る。 した が っ

て生 きが い と しての 価値 も多 様化 されて 当 然で あ

ろ う。 な に を しよ うと,価 値 はそ の 人の 自由に よ

って 決 め られ るで あ ろ う。 しか し,そ の 行 動は,

社 会 の連帯,福 祉,文 化 の 向上 等 を さまたげ る も

ので あ っては な らな い筈 で あ る。


